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背景 

• Long-term contributor(LTC)はプロジェクトの成
功に必要不可欠 

 

• LTCでなければ重大なタスクを達成できにくい 

–開発者は一人前になるのに少なくとも３年かかる 

 

• 新人はほとんど将来的にLTCにならない 



背景 



目的 

• 参加初期の時点で将来Long-term 
contributor(LTC)になる開発者を予測したい 

 

• 能力や意欲，環境を数量化して測定し，将来
LTCになるかを推定するモデルを作る 



アプローチ 

• 未来のLTCに関係する要因を導き出す 
– 40 contributors (20 non-LTCs/20 LTCs)を調査 

 

• 開発者にインタビュー 

 

• Bugzillaの活動をメトリクスとして抽出 

 

• ロジスティック回帰で分析 
 

 

 



データセット 

• Gnome(2000~2011/1)と 
Mozilla(1999~2011/1)の不具合情報 



結果 

• 能力と意欲に関して 

–不具合報告もしくはコメントを1度しかしていない
開発者(One-Time-Contributor)が70％以上 

• Mozilla:70% Gnome:78% 

– OTCのreportの90%はFIXEDで終わり，そのうち
35~47%はDUPLICATE 

–対してLTCのreportの50%がFIXEDで終わり，その
うち15%がDUPLICATE 

 

 

 



考察 

 

 

 

 

 

• 開発者の意欲や能力はタスクの種類や数で
測定できる 



結果 



結果 

 



考察 

• 環境に関して 
–以下を測定できる 

– Macro-climate (プロジェクト全体) 
• プロジェクトの人気 

• プロジェクトのSociality 

– Micro-climate (個々人にユニーク) 
• 同僚の数 

• 同僚の生産性 

• 同僚間のネットワーク 

• 同僚からの関心 

 



メトリクス 

 



分析結果 

 

精度77% 



分析結果 

 

精度81% 



LTCになる確率の変化 

Gnome Mozilla 

レスポンスが遅い -39% -28% 

同僚の労働力を上げる +95% +20% 

連携を密にする +22.15% +48% 

ユーザーの数が増える -49% -15% 

同僚グループの規模が 
大きくなる 

-6% +14% 



考察 

• 能力や意欲，環境をメトリクスとして将来
Long-term contributor(LTC)になる開発者を予
測できる 



まとめ 

• 参加初期の時点で将来Long-term 
contributor(LTC)になる開発者を予測したい 

 

• 能力や意欲，環境をメトリクスとし，ロジス
ティック回帰モデルを作成 



所感 

• Long-term contributor(LTC)はコミッターの位
置づけに似ている 

 

• プロダクトメトリクスもコミッター予測の指標と
なりうるかも 


